
産業建設常任委員会

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
6
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑵
阿
賀
野
市
の
園
芸
振
興
の
取
組
に
つ
い
て

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
東
京
電
力
㈱
福

島
原
発
事
故
の
発
生
以
降
、
原
発
か
ら
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
が
大
き
な
社
会
問
題
化
、
そ
の
様
々
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
き
て
い
る
中
、
事
故
発
生
以
降
に
当
市

上
下
水
道
局
が
管
理
す
る
大
室
浄
水
場
に
お
い
て
も
、

河
川
水
を
取
水
し
て
濁
り
の
成
分
を
取
り
除
い
て
水
道

水
を
つ
く
る
処
理
過
程
で
発
生
す
る
汚
泥
（
浄
水
発
生

土
）
か
ら
放
射
性
物
質
の
検
出
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
上
下
水
道
局
で
は
国
、
県
の
指
示
の

も
と
、
そ
の
浄
水
発
生
土
に
含
ま
れ
た
放
射
性
物
質
の

調
査
を
実
施
し
適
切
に
対
応
、
そ
の
適
正
な
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。管
理
の
た
め
の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

浄
水
発
生
土
の
保
管
施
設
を
兼
ね
て
、
当
初
か
ら
計
画

し
て
い
た
天
日
乾
燥
床
増
設
工
事
を
前
倒
し
で
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
て
平
成
23
年
度
内
の
完
工
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
震
に
対
す
る
上
水
道
施
設
の
耐
震
性
に

つ
い
て
、
特
に
飲
料
水
は
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
こ
と
か
ら
配
水
池
を
は
じ
め
と
し
た
施
設
の
耐
震
診

断
を
実
施
、
耐
震
化
の
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
で
き

る
限
り
早
期
の
耐
震
化
完
了
を
目
指
し
て
計
画
的
に
整

備
す
る
予
定
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
予
期
し
な
い
災
害
や
事
故
等
か
ら
水

道
水
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
意
見
の
ほ
か
近
年
頻

発
し
て
い
る
地
震
・
水
害
な
ど
の
災
害
へ
の
対
応
、
水

道
事
業
統
合
後
の
水
質
変
化
の
有
無
、
水
道
事
業
経
営

の
現
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一　

大
室
浄
水
場
に
つ
い
て

浄水発生土の保管施設を兼ねた天日乾燥床増設工事のようす浄水発生土の保管施設を兼ねた天日乾燥床増設工事のようす

　

当
市
の
観
光
拠
点
で
あ
る
う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館

が
修
繕
工
事
を
終
え
12
月
11
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
、
来
場
者
６
０
０
人
を
迎
え
て
情
報
発
信

基
地
と
し
て
再
始
動
し
ま
し
た
。

　

気
候
に
恵
ま
れ
る
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
、
そ
の
情
報
発
信
の
機
能
を
十
分
果
た
し

て
い
ま
す
が
、
課
題
と
し
て
特
に
冬
期
は
降
雪
等
の
た

め
来
場
者
が
減
少
、
市
や
指
定
管
理
者
も
そ
の
経
営
へ

の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、こ
の
度
の
修
繕
を
契
機
に
施
設
の
配
置
を
再
考
、

軽
食
営
業
も
開
始
、
ま
た
、
エ
コ
化
対
策
と
し
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
導
入
し
て
さ
ら
な
る
情
報
発
信
、
誘
客
に
向

け
て
あ
ら
た
め
て
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
情
報
発
信
機
能
の
充
実
を
求
め
る
意

見
、
今
後
の
施
設
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

二　

う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館
に
つ
い
て

再開したうららの森　情報発信館のようす再開したうららの森　情報発信館のようす

平
成
24
年
1
月
25
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

1月臨時会（平成24年第1回　1月30日）

全会一致で議決した議案等 結
果

市
長
提
出
議
案

予　
　
　
　

算

専
決
処
分

平成23年度阿賀野市一般会計補正予算（第9号）　平成23年12月15日専決処分
　歳入歳出それぞれ262万6千円を追加し総額201億152万2千円とする。12月2日夜間から3日にかけて発生した強風による施設の屋根等修繕
費用を増額。

承
認

補
正
予
算

平成23年度阿賀野市一般会計補正予算（第10号）
　歳入歳出それぞれ23億4,058万6千円を追加し総額224億4,210万8千円とする。主に東日本大震災関連復興予算を柱に、安全、安心な社会
基盤整備を早急に図る目的の国の第3次補正予算に基づき、24年度以降に計画していた事業の一部を前倒しで計上。消防救急無線デジタル化
事業3億5,117万1千円、安野小学校・笹神中学校の耐震化大規模改修事業5億6,380万円、水原中学校整備事業13億6,245万2千円等増額。

可
決

平成23年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第4号）
　歳入歳出それぞれ7,600万円を追加し総額38億6,095万7千円とする。社会福祉法人阿賀北総合福祉協会が行う特別養護老人ホーム「コスモ
スの里」増築整備事業への補助金を増額。

可
決

請
願

私立保育園運営助成に関する請願
　保育内容をより充実させ、「気になる子」の早期支援のため、保育士加配の人件費補助を願いたい。

採
択

3月定例会（平成24年第2回　3月1日～19日）

全会一致で議決した議案等 結
果

市
長
提
出
議
案

予　
　
　
　

算

補
正
予
算

平成23年度阿賀野市一般会計補正予算（第11号）
　歳入歳出それぞれ2億3,002万2千円を追加し総額を226億7,213万円とする。国民健康保険特別会計繰出金（赤字補てん分）3億円、道路除
雪費1億3,050万9千円、ごみ処理施設整備基金積立金5千万円、消防施設整備基金積立金5,000万7千円、介護保険特別会計繰出金3,775万1千
円、障害者自立支援事業扶助費1,375万9千円等を増額、減額分として人件費の精査や各事業の実績見込み等に基づき所要の補正を行う。

可
決

平成23年度阿賀野市一般会計補正予算（第12号）　追加議案
　歳入歳出それぞれ1,219万5千円を追加し総額を226億8,432万5千円とする。一般廃棄物収集・運搬業務更新許可申請に対する行政処分取消等
請求事件訴訟の結審に係る弁護士への成功報酬としての委託料64万1千円、過年度補助金返還金152万3千円、道路除雪費1,003万1千円を増額。

可
決

平成23年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　歳入歳出それぞれ9,716万1千円を追加し総額51億7,943万6千円とする。療養給付費6,685万9千円、高額療養費4,600万円、実績に基づく
国庫支出金返還金3,791万円等を増額、保険財政共同安定化事業拠出金3,785万6千円等を減額。

可
決

平成23年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
　歳入歳出それぞれ1,314万6千円を減額し総額7億690万8千円とする。後期高齢者医療広域連合納付金1,344万6千円を減額し、人間ドック
健診委託料30万円を増額。

可
決

議　決　結　果


